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バリバリ岩
（南大東村）

表紙写真

本誌タイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。
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道路インフラ老朽化対策の本格実施

沖縄の水を支える北部のダム水源地域の取組

美味しい沖縄　～沖縄食材を食べ尽くす!～
　　　　　　　　「太陽の恵みが詰った沖縄パイン」

第41回法人企業景気予測調査（平成26年４-６月調査）

平成26年度 「消費者の部屋」特別展示について

伊平屋島～運天港航路に「フェリーいへやⅢ」が就航

社会資本整備事業の見える化（事業計画・工程表）について

情報関連企業による「沖縄力発見ツアー2014」を実施

入札談合行為の排除・未然防止のための取組

「かりゆしウェア」の普及促進について／
第３回　駐留軍用地跡地利用推進協議会の開催

六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画の認定

うるま市・金武町企業立地促進基本計画を経済産業大臣等が同意

平成26年度建設行政に関する懇談会を開催

公共事業の円滑な施工確保対策及び社会保険未加入対策等に関する説明会を開催

「沖縄マリンフェスタ2014」にウクゾウ君がやってきました！

平成26年度陸運及び観光関係功労者　沖縄総合事務局長表彰式

平成26年度陸運関係功労者　陸運事務所長表彰式

中小事業者のための移動相談会の御案内

本誌掲載の論文等の意見は、筆者の個人的見解であることをお断りします。

フィリピン海プレートに

乗って、現在でも年間に

7cm北東方向へ進んでい

る南大東島。その証拠とも

言えるのが島の外周の縁

に出来た「バリバリ岩」で

す。一つの岩が裂けたの

ではなく地殻変動で岩盤自

体が裂けているため、洞

窟は思いのほか奥行があ

り、数百メートル程の道の

りがあります。

そして深い岩の割れ目か

ら高くそびえたっているの

が村木・ダイトウビロウで

す。岩の裂け目の底から力

強く伸びるダイトウビロウの

生命力もまた素晴らしいも

のです。

ぜひ地球からの大きなパ

ワーを感じてみて下さい。

　沖縄県内に道の駅は７カ所ありますが、海にも駅があります。
　「海の駅」です。
　海の駅は、誰でも気軽に安心して楽しめるマリンレジャーの拠点です。海からプレ
ジャーボートで、陸から車で訪れることができ、県内には「ぎのわんマリーナ海の駅」、「い
とまん海の駅」、「おきなわまりーな海の駅」があります。
　海の駅では様々な
取組が行われてお
り、小学生向けの体
験教室、クルージン
グイベント等も開催
されています。まず
は一度立ち寄ってみ
てはいかがですか。

海に駅がある？
（不思議発見）

「豆知識」「豆知識」
❷❷

うんゆうんゆのの

撮影：沖縄総合事務局
　　　島田　成久



「かりゆしウェア」の普及促進について

第３回　駐留軍用地跡地利用推進協議会の開催

内閣府沖縄担当部局では、５月１日（木）から始まったクールビズ期間に合
わせて、各省庁への共同購入案内や、職員による積極的な着用の呼び掛け
を通じ、かりゆしウェアの普及促進に取り組んでいます。

５月26日（月）には、総理大臣官邸において、仲井眞沖縄県知事とミス沖
縄の名

な

護
ご

愛
ちか

さんによる、安倍内閣総理大臣、菅内閣官房長官及び山本沖縄
担当大臣へのかりゆしウェア贈呈式が行われました。

また、６月最初の閣議（６月３日（火））では、安倍総理大臣以下の全閣僚
がかりゆしウェアを着用して閣議に臨みました。
その後、山本大臣は、かりゆしウェア姿で閣議後の記者会見に臨み、かり
ゆしウェアの着心地の良さをアピールするとともに、沖縄以外の地域でも広く
普及することを期待している旨述べました。

６月３日（火）、「第3回駐留軍用地跡地利用推進協議会」が東京で開催されました。

沖縄担当大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄県知事、関係６市町村長が一堂に参加し、跡地利用の取組状況等に
ついて、率直な意見交換が行われました。

協議会では、山本沖縄担当大臣から、地元からの具体的な要望等に対し、今後の対応について個別に発言があり
ました。外務大臣や防衛大臣からは、環境補足協定や統合計画の進捗に関して、地元の要望を踏まえしっかり取り組
んでいく旨の説明がありました。

また、キャンプ瑞慶覧の西普天間住宅地区については、跡地利用特措法
に基づく国の取組方針を策定すべきという協議結果になりました。

なお、かりゆしウェアの普及促進
の一環として、５月26日（月）に内
閣府庁舎内において「沖縄物産展」
が開催され、「かりゆしウェア」をは
じめとした様々な沖縄物産品が販売
されました。
物産展には、山本大臣、後藤田
副大臣も視察に訪れ、沖縄物産品を
ＰＲしました。

ミス沖縄の名
な

護
ご

愛
ちか

さんよりかりゆしウェア
を受け取る山本大臣

閣議において、かりゆしウェアを着用

協議会の様子

「沖縄物産展」で商品を選ぶ山本大臣と
後藤田副大臣

※協議会の資料については、内閣府沖縄政策担当のホームページ
（http://www8.cao.go.jp/okinawa/7/atochi-kyogikai/atochi-
kyogikai.html）を御覧ください。 
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ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー

総務部･経済産業部
Special Edition Special Edition

特集１
情報関連企業による
「沖縄力発見ツアー2014」を実施

ワーキング・ディナーにおける意見交換

下地沖縄県商工労働部長によるプレゼン風景

河合局長によるプレゼン風景

沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
の
初
日（
29
日
）は
、

県
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
19
社
の
幹
部
等
の

方
々
と
、
後
藤
田
内
閣
府
副
大
臣
、
川
上
沖

縄
県
副
知
事
、
県
内
経
済
界
関
係
者
等
の

方
々
と
の
間
で
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

内
閣
府
は
、
５
月
29
日
（
木
）
〜
５
月
30
日
（
金
）、
県
外
の
情
報
関
連
企
業
の
幹
部
等
の
方
々
に
沖
縄
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
沖
縄
力
）
や
独
自
の
特
区
・
地
域
制
度
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
見
て
い
た
だ
く
、「
沖
縄
力

発
見
ツ
ア
ー
２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、
沖
縄
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
、
情
報
関
連
企
業
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
視
察
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
へ
の
投
資
促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振
興
に
つ
い
て
、
地
元
の
情
報
関
連
企

業
と
の
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
の
冒
頭
、
後
藤

田
副
大
臣
か
ら
、
沖
縄
は
、
成
長
著
し
い
ア

ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る「
地
の
利
」な
ど
、

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
で
あ
り
、
ま

た
、
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
特
区
・
地
域

制
度
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ツ
ア
ー
を

機
に
、
情
報
関
連
企
業
と
沖
縄
県
の
産
業
界

と
が
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、
沖
縄
へ
の
投
資
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視
　
察

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
の
声

県
内
情
報
関
連
企
業
と
の
意
見
交
換

沖縄ＩＴ津梁パーク内での説明風景

沖縄科学技術大学院大学キャンパスツアー

県内情報関連企業との意見交換

促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振
興
が
よ
り

一
層
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
、
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
に
先
立
っ
て
、
河
合
沖

縄
総
合
事
務
局
長
か
ら
「
成
長
す
る
ア
ジ
ア

の
中
心
に
位
置
す
る
沖
縄
」
に
つ
い
て
、
ま

た
、
下
地
沖
縄
県
商
工
労
働
部
長
か
ら
「
沖

縄
振
興
税
制
と
沖
縄
県
の
支
援
策
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
県

内
の
情
報
関
連
企
業
と
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
県
外
の
情
報
関
連
企
業
か
ら
は
、「
ベ
ト
ナ

ム
で
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
を
行
っ
て
お
り
、

ニ
ア
シ
ョ
ア
開
発
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
と

い
っ
た
面
で
沖
縄
と
競
合
す
る
面
が
あ
る

が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
（
競

争
相
手
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ど
ち
ら
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
か
。」、「
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
や

人
材
育
成
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
は
本
土
（
東
京
）

と
違
い
は
あ
る
の
か
。」
と
の
意
見
が
あ
る

一
方
、
県
内
の
情
報
関
連
企
業
か
ら
は
、「
ベ

ト
ナ
ム
と
は
機
能
分
担
す
る
こ
と
で
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
れ
る
。」、「
沖
縄
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
が
強
い
た
め
、
人
材
育
成
に
は
良
い
環

境
に
あ
る
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、

・
国
や
自
治
体
の
企
業
へ
の
支
援
策
が
豊
富

に
あ
り
余
計
に
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
こ

と
に
加
え
、
関
東
や
関
西
か
ら
の
仕
事
も

受
託
し
て
い
る
現
場
を
み
て
、
距
離
を
克

服
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
等
の
拠
点
整
備
は
着

実
に
進
ん
で
い
る
が
、
各
企
業
等
と
の
連

携
を
図
る
上
で
ア
ク
セ
ス
に
課
題
が
あ
る

の
で
、
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
産
業
振
興
を

図
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

・
国
は
も
と
よ
り
、
沖
縄
県
や
関
係
自
治
体
の

企
業
誘
致
の
積
極
性
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
若

い
世
代
の
人
材
育
成
に
も
期
待
が
も
て
た
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
お
い
て

は
、
同
大
学
の
概
要
説
明
の
ほ
か
、
オ
ー
プ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｔ
セ
ク
シ
ョ

ン
の
業
務
説
明
に
加
え
、
同
大
学
内
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

・
各
種
支
援
策
は
あ
る
も
の
の
、
統
合
的
な

戦
略
や
推
進
す
る
た
め
の
戦
術
が
十
分
で

な
い
と
感
じ
ら
れ
た
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
力
を
付
け
て

き
た
ア
ジ
ア
の
消
費
者
に
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と

で
大
き
く
飛
躍
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

内
閣
府
で
は
、
今
回
の
沖
縄
力
発
見
ツ

ア
ー
で
頂
い
た
様
々
な
方
々
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
お
声
を
今
後
の
取
組
に
い
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

翌
日
（
30
日
）
は
、浦
添
市
所
在
の
フ
ァ
ー

ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会

社
、
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
に
所
在
す
る

進
出
企
業
（
一
般
社
団
法
人
沖
縄
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ
、
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
）、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、
名
護
市
所
在

の
み
ら
い
１
号
館
、
２
号
館
及
び
４
号
館
に

所
在
す
る
進
出
企
業
（
株
式
会
社
テ
ィ
ー
ダ

ワ
ー
ク
ス
、
ク
オ
リ
サ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
株
式
会
社
、
名
護
イ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株

式
会
社
）
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
ま
し
た
。
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開発建設部
Special Edition Special Edition

特集2
道路インフラ老朽化対策の本格実施

～地方公共団体の取組支援～

我
が
国
の
道
路
イ
ン
フ
ラ

は
、
昭
和
三
十
年
後
半
か
ら
の

高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に

整
備
さ
れ
、
今
後
老
朽
化
が
急

速
に
進
む
こ
と
が
確
実
で
あ
り

ま
す
。
平
成
22
年
７
月
16
日
の

首
都
高
速
道
路
中
央
環
状
線
山

手
ト
ン
ネ
ル
で
の
内
照
式
案
内

看
板
落
下
事
故
、
平
成
24
年
12

月
２
日
の
中
央
自
動
車
道
笹
子

ト
ン
ネ
ル
で
の
天
井
板
落
下
事

故
は
、
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
国
土
交
通

大
臣
の
諮
問
を
受
け
、
社
会
資

本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
に

お
い
て
は
道
路
の
老
朽
化
対
策

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
14

日
に
は
、「
道
路
の
老
朽
化
対
策

の
本
格
実
施
に
関
す
る
提
言
」

（
以
下
「
提
言
」
と
い
う
。）
が

太
田
国
土
交
通
大
臣
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
提
言
は
〝
最
後
の

警
告
|
今
す
ぐ
本
格
的
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
舵
を
切
れ
〞
と
警

告
、
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本

格
実
施
に
向
け
て
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
確
定
す
る
こ

と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
回
す
仕
組

み
を
構
築
す
る
た
め
具
体
的
な
取
り
組
み
を

提
言
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
は
図
１
に
示
す

よ
う
に
、
点
検
↓
診
断
↓
措
置
↓
記
録
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク

ル
を
回
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
道
路

法
等
の
改
正
、
地
方
公
共
団
体
向
け
の
定
期

点
検
基
準
・
要
領
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
審
議
と
並
行
し

て
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
道
路
構
造
物

の
老
朽
化
対
策
と
し
て
根
幹
で
あ
る
道
路

法
・
政
令
の
改
正
に
入
り
ま
し
た
。
政
令
を

受
け
、
省
令
で
は
、「
ト
ン
ネ
ル
、
橋
そ
の

他
道
路
を
構
成
す
る
施
設
若
し
く
は
工
作
物

又
は
道
路
の
付
属
物
の
う
ち
、
損
傷
、
腐
食

そ
の
他
の
劣
化
そ
の
他
の
異
状
が
生
じ
た
場

合
に
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
大
き
な
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
、
近
接
目

視
に
よ
り
５
年
に
１
回
の
頻
度
を
基
本
と
し

て
点
検
を
行
う
」
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

告
示
で
は
「
健
全
性
の
診
断
結
果
を
４
段
階

に
区
分
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
（
図
２

参
照
）。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら

は
す
べ
て
の
道
路
管
理
者
に
、
５
年
に
１
回

の
近
接
目
視
に
よ
る
点
検
、
点
検
結
果
に
よ

る
健
全
性
の
診
断
結
果
を
４
段
階
に
分
類
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
は
じ
め
に

３
．
道
路
法
等
の
改
正

２
．
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル

メンテナンスサイクルの流れ

部材の状態を把握（腐食、亀裂、ゆるみ、ひび割れ等）
（点検の室を確保する上でのポイント）
　○　点検の頻度・方法・行う者　○　点検の着目箇所

点　検

部材の健全性を診断するとともに、構造物単位での診断の結果
も取りまとめる
〈診断のポイント〉
　○　健全性の診断の手順　○　着目する変状の種類

点　検

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう措置
措　置

定期点検の結果、措置の結果を記録する
〈記録のポイント〉
　○　記録方法・内容、保存期間

記　録

図１

図２

区分 状態
Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予
防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生
じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講
ずべき状態
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沖
縄
は
昭
和
47
年
の
本
土
復
帰
以
降
に
、

沖
縄
振
興
開
発
計
画
に
よ
り
集
中
的
に
道
路

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
本
土
に
比

べ
て
老
朽
化
年
齢
は
低
い
が
、
塩
害
地
域
で

あ
る
こ
と
や
、
予
防
保
全
は
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
維
持
・
補
修
に
か
か
る
コ
ス
ト
も
低
減

で
き
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
対
策
に
対
す
る

管
理
者
責
任
・
意
識
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
来
、
点
検
基
準
・
要
領
（
以
下
「
要
領
」

と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
省
令
・
告
示
の
規

定
を
満
足
す
れ
ば
、
各
道
路
管
理
者
が
独
自

に
定
め
て
構
わ
な
い
も
の
で
す
が
、
な
か
な

か
困
難
な
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
地
方

公
共
団
体
向
け
の
要
領
を
作
成
し
ま
し
た
。

要
領
の
種
類
は
、
道
路
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
橋
、

シ
ェ
ッ
ド
・
大
型
カ
ル
バ
ー
ト
等
、
横
断
歩

道
橋
、
門
型
標
識
等
の
５
種
類
で
す
。
要
領

は
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
健
全
性
の
判
定
区
分
に
応
じ
た
事
例

写
真
と
解
説
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分
は
地
方
公
共
団

体
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
地

方
公
共
団
体
に
は
３
つ
の
課
題（
予
算
不
足
・

人
不
足
・
技
術
力
不
足
）
が
あ
り
、
こ
の
３

つ
の
課
題
を
支
援
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○「
沖
縄
県
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
」の
設
置

各
道
路
管
理
者
が
相
互
に
連
絡
調
整
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
道
路
管
理
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
６
月
３

日
に
「
沖
縄
県
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
」

（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。）
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
（
写
真
１
参
照
）。
構
成
員
は
図
３
の

と
お
り
で
す
。

当
面
の
取
組
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
管
理
の
実
態
、
国
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
議
は
、
定
期
的
に
開
催
し
地
方
公
共
団

体
の
支
援
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

○
専
門
家
に
よ
る
橋
梁
保
全
講
習
会
や
定
期

点
検
現
場
見
学
会
の
実
施

従
来
よ
り
、
技
術
力
向
上
支
援
の
た
め
、

地
方
公
共
団
体
向
け
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が

（
写
真
２
参
照
）、
今
後
は
、
会
議
を
通
し
て

さ
ら
な
る
支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○
点
検
業
務
の
一
括
発
注
支
援

単
独
で
の
点
検
業
務
発
注
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
域
で

一
括
発
注
で
き
る
方
策
を
支
援
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

○
広
報
の
充
実

道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
重
要
性
を
県

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
６
月

６
日
に
開
発
建
設
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
老
朽

化
関
連
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６

月
25
日
（
水
）
〜
７
月
13
日
（
日
）
ま
で
、
道

の
駅
「
豊
崎
」「
許
田
」
で
道
路
施
設
老
朽
化

対
策
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展

は
、
県
庁
で
も
実
施
予
定
で
す
。
８
月
上
旬
に

は
学
生
を
対
象
に
、
橋
梁
補
修
工
事
の
現
地
見

学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
広
報
に

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ
る
橋
梁
の
状

況
を
み
る
と
、
沖
縄
県
内
に
は
橋
梁
が
約

二
千
五
百
橋
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約

６
割
が
市
町
村
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

県
道
以
上
（
県
、
国
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
管
理
）

に
架
か
っ
て
い
る
橋
は
、
約
一
千
橋
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
30
年
以
上
の
橋
の
割
合
は

40
％
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
10
年
後
に
は

そ
の
割
合
が
65
％
に
達
し
急
速
に
老
朽
化
が

進
ん
で
い
き
ま
す
（
図
４
参
照
）。

４
．
定
期
点
検
基
準
・
要
領

５
．
沖
縄
総
合
事
務
局
の
取
り
組
み

６
．
沖
縄
県
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
状
況

７
．
お
わ
り
に

写真１

写真２

図4

図３

沖縄県道路メンテナンス会議
会　長 沖縄総合事務局　南部国道事務所長
副会長 沖縄県土木建築部　道路管理課長
副会長 NEXCO　沖縄高速道路事務所長
会　員 沖縄総合事務局　道路建設課長
会　員 沖縄総合事務局　道路管理課長
会　員 41市町村（市は部長、町村は課長）
会　員 （財）沖縄県建設技術センター　技術部長

65％

40％
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Special Edition

特集3
開発建設部

沖
縄
の
水
を
支
え
る
北
部
の
ダ
ム
水
源
地
域
の
取
組

〜
安
全
で
安
心
な
水
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
〜
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北部の水を
中南部に送水

平成６年度以降約20

年間給水制限無し

沖縄本島の
生活は北部
地域の水に
支えられて
るんだね！

昭
和
47
年
の
本
土
復
帰
以
降
、

沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
10
の
多

目
的
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

復
帰
当
初
は
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に

給
水
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ダ
ム

の
建
設
と
共
に
水
事
情
は
改
善
さ

れ
、
平
成
６
年
度
以
降
は
給
水
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

沖
縄
本
島
は
主
に
北
部
地
域
は
山
間
地
、

中
南
部
地
域
は
丘
陵
地
の
地
形
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
中
南
部
は
水
を
貯
め
に
く
い
地
質

で
あ
る
石
灰
岩
が
広
く
分
布
し
て
い
る
た
め
、

ダ
ム
建
設
に
適
さ
ず
、
水
資
源
開
発
の
大

部
分
は
北
部
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
本
島
で
使
用
さ
れ
る
水
の
約
８
割

は
北
部
の
ダ
ム
や
河
川
か
ら
取
水
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の一
方
で
、
人
口
及
び
経
済
は

中
南
部
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
北
部
で
取

水
し
た
水
を
中
南
部
に
送
水
し
消
費
す
る

「
北
水
南
送
」
と
呼
ば
れ
る
構
図
と
な
っ
て

い
ま
す
。

北
部
地
域
の
水
に
よ
り
沖
縄
本
島
の
発

展
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
水
」皆さ

ん
が
普
段
飲
む
水
は
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

当
然
の
よ
う
に
す
ぐ
に
出
て
き
ま
す
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど

不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
も
無
く
使
う
こ
と
の
で
き
る
水
で

す
が
、
昔
か
ら
沖
縄
で
は
ほ
ん
の
一
口
の
水
を
得
る
た
め

に
、
大
変
な
苦
労
を
し
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
は
周
り
を
海
で
囲
ま
れ
た
島
し
ょ
県
で
あ
る
こ
と

か
ら
水
を
貯
め
に
く
く
、
梅
雨
時
期
や
台
風
等
で
降
っ
た

雨
も
そ
の
大
部
分
が
使
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
海
に
流
れ
出

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
一
旦
少
雨
傾
向
に
な
る
と
川
や

湧
水
の
水
は
枯
れ
、
日
々
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
こ
と

す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
こ
の
た
め
昭
和
47
年

の
本
土
復
帰
以
降
、
安
定
し
た
水
資
源
を
求
め
て
、
北
部

地
域
に
お
け
る
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
を
主
と
し
た
水
資
源

開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
安
定
的
に
供
給
で
き
る
水
は
大
幅
に
増
加

し
、
平
成
６
年
度
以
降
は
少
雨
傾
向
に
な
っ
て
も
給
水
制

限
に
入
る
こ
と
無
く
、
県
民
の
生
活
や
産
業
を
支
え
て
い

ま
す
。
主
な
水
が
め
で
あ
る
ダ
ム
は
、
ほ
と
ん
ど
が
山
間

部
で
あ
る
北
部
や
ん
ば
る
地
域
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
ダ
ム
や
川
の
水
が
人
口
の
多
い
中
南
部
地
域
に
送
水
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
心
な
水
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

県
民
全
体
で
水
源
地
の
北
部
や
ん
ば
る
地
域
を
理
解
し
、

育
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
に
お

け
る
水
源
地
域
の
取
組
を
紹
介
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
北
部
や
ん
ば
る
地
域
に
足
を
運
び
、

様
々
な
取
組
を
通
じ
、
水
源
地
を
直
に
体
感
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に

水
資
源
開
発
に
よ
る
安
定

供
給
可
能
量
の
増
加

沖
縄
の
水
資
源
開
発
の
特
長

　
　
　〜
北
水
南
送
〜
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金
武
町
に
あ
る
金
武
ダ
ム
が
平
成
26
年
度
か
ら
供
用
開
始
し
、
沖
縄

本
島
で
計
画
さ
れ
て
き
た
水
資
源
開
発
の
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
って
、

去
る
２
月
22
日
（
土
）
に
「
北
部
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
ま
で
建
設
し
て
き
た
ダ
ム
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
水
を
確
保

す
る
と
共
に
ダ
ム
を
地
域
の
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
ダ
ム
水
源
地
域

ビ
ジ
ョン
の
実
現
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
ダ
ム
所
在
市
町

村
長
や
中
南
部
市
町
村
代
表
、
及
び
観
光
関
連
代
表
や
水
道
事
業
関
係

者
等
の
参
加
の
も
と
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
最
後
に
「
沖
縄
北
部

ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
水
源
地
域
で
あ
る
北
部
間
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
中
南
部
地

域
と
の
交
流
・
連
携
を
促
進
し
水
源
地
や
ん
ば
る
の
自
然
や
ダ
ム
湖
の
魅

力
を
活
か
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
森
や
水
の
大
切
さ
を
広
く
認
識
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
水
源
地
域
ビ
ジ
ョン
（
※
）

の
実
現
に
よ
り
ダ
ム
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。（
以
下

に
具
体
的
な
取
組
を
例
示
）

次
ペ
ー
ジ
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
環
と
な
る
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

に
お
け
る
各
地
の
ダ
ム
ま
つ
り
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
　

沖
縄
北
部
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
〜
ダ
ム
を
活
か
し
た
水
源
地
域
の
活
性
化
〜

沖縄北部ダム湖サミットで共有された理念・方針
○やんばるの貴重な自然は沖縄の宝であり、本島における貴
重な水資源でもあることから、県民全体で森を守り、水を
守ることが重要。

○水源地やんばるの自然やダム湖の魅力を活かした活動を通
じて、森や水の大切さを広く認識してもらえるように努力。
○ダムの存在する北部地域の連携のみならず、中南部地域
との交流・連携を促進。

やんばるの自然を知る

自然を体で感じる

水の大切さを学ぶ

緑を育てる

ジャングルカヌーツアー

安波ダム

ＰＡプログラム

バンガロー

マングローブ
カヌーツアー

やんばる学びの森

○億首川プロムナード
億首川周辺にはヒルギ科を中心としたマングロー

ブ林が広がり、カニやエビ、貝などの多くの生物を
観察することができます。また、隣接する自然体験
学習施設「ネイチャーみらい館」では、カヌー体験
や田んぼ遊び、キャンプなどが楽しめます。

○東村村民の森つつじエコパーク
福地ダムの近傍に平成１４年から運営している「東村村民の

森つつじエコパーク」では、五感で体験できる様々なメニューが
用意されています。
オートキャンプ場やバンガローなどの宿泊設備が整備されており、

ＰＡ（プロジェクト・アドベンチャー：冒険教育）や福地ダム湖等で
のカヌー体験など、修学旅行などで多く活用されています。

○羽地ダムで「富良野自然塾」を開催！
ドラマ「北の国から」でお馴染み倉本聰さん（塾長）の「富良
野自然塾」では、その名のとおり、北海道富良野を中心に環境
学習の活動をされています。 
この度、名護市観光協会の
呼びかけで、今年４月２３日（日）
に羽地ダムでの開催が実現し
たものです。羽地ダム湖畔を歩
きながら「空気・水・土」をキー
ワードに自然の大切さを体験、
ダム下流広場で桜の苗の植
樹が行われました。

○大保ダムでサマーキャンプ！！
大保ダムぶながや館を拠点にエコツーリズム等の活動

をしているNPO法人おおぎみまるごとツーリズム協会では、
昨年７月“Summer camp in Ogimi”として、大保ダム広
場でキャンプを実施しました。大宜味村内での民泊体験を
はじめ、地元の子供たちと交流した後、大保ダム広場では

満天の星空を
三線の生演奏
が流れる中、芝
生に寝転がっ
て見る大自然
のパノラマを満
喫しました。

○かんなパークゴルフ場
宜野座村では、漢那ダム下流エリアの活性化のため「リ

バ－パ－ク構想」を推進しています。その第一弾として「か
んなパ－クゴル
フ場」が昨年
秋にオ－プンし
ました。
週末など、現

在多くの方々
に利用されて
います。

○やんばる学びの森
平成19年７月国頭村環境教育センター「やんばる学びの森」として、
安波ダム近隣にグランドオープン。この施設では、宿泊施設やオートキャ
ンプ場等が整備されており、いろいろなツアープログラムが準備されてい
ます。ジャングルカヌーツアーは、カヌーを漕いで安波ダム湖上流へ進み
巨大なシダの森を抜け渓流での川遊びや川の生物を観察します。バード
ウォッチングでは、ヤンバルクイナやノグチゲラの他、多くの野鳥に出会う
ことができます。

北
部
水
源
地
に
お
け
る
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
例

※水源地域ビジョンとは、ダム（水）を地域の資源と捉え、水源地域の自立的・持続的な活性化を図るために、ダム水源地の自治体・住民や関係行政機関で策定する行動計画。

07  Muribushi 2014年7月★8月   　



鯉のぼり掲揚とエイサー演舞 カヌー体験

◆国土交通省及び林野庁は、毎年７月21日から31日までを「森と湖に親しむ旬間」と定めています。

◆この旬間は、昭和62年度より開始され、
国民の皆さまに森林や湖に親しむことによ
り、心と体をリフレッシュしながら、森林、
ダム等の重要性について関心を高め、理解
していただくことを目的としています。

◆沖縄においてもダムや水資源等の重要性に
ついて広く理解していただくとともに、ダ
ム所在地域の活性化に寄与することを目的
に、各地で「ダムまつり」を開催しています。

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
と
は
？

北
部
の
ダ
ム
ま
つ
り
紹
介

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
に
関
連
し
て
、ダ
ム
ま
つ
り
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

親
子
で
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
も
数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

羽
地
ダ
ム
鯉
の
ぼ
り
祭
り
は
今
年
で

21
回
目
を
迎
え
毎
年
Ｇ
Ｗ
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
ダ
ム
周
辺
に
掲
揚
さ
れ
て
い

る
約
３
５
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
は
勇
壮
で
す
。

さ
ら
に
地
域
の
歴
史
、
文
化
な
ど

を
学
び
な
が
ら
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
く

「
羽
地
ジ
ン
ブ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
や
羽
地

大
川
に
生
息
す
る
生
き
物
を
観
察
す
る

「
羽
地
大
川
生
き
物
探
検
」
な
ど
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
今
年
は
２
日

間
で
延
べ
約
２
５
，
０
０
０
人
の
来
客
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

来
年
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

羽
地
ダ
ム
鯉
の
ぼ
り
祭
り

開
催
時
期
：
５
月
３
日（
土
）〜
４
日（
日
）

大人気！
うなぎのつかみ取り

ダム湖噴水を眺めながら
カヌー体験

ダム堤頂を泳ぐ
鯉のぼり

羽地大川生き物探検

※各まつりの実施内容については、巻末に掲載のチラシ及びHP（「開発建設部森と湖に親しむ旬間」で検索）を参照ください。

多くの来訪者で賑わう（うなぎのつかみ取り：羽地ダム）

親子木工教室

堤体等ダム見学会（各ダム）
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福
地
ダ
ム
で
は
、「
夏
休
み
自
然
体
験
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

ダ
ム
湖
面
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
、
自
然
観

察
船
（
ゴ
ン
ミ
キ
号
）
で
の
湖
面
遊
覧
や
、

ダ
ム
の
下
流
河
川
で
の
川
遊
び
、リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ア
ユ
な
ど
の
生
き
物
観
察
会
な
ど
が
催

さ
れ
ま
す
。

ダ
ム
堤
体
に
設
け
ら
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ラ
イ
ダ
ー
（
す
べ
り
台
）
は
、
子
供
た
ち
に

大
好
評
で
す
。

安
波
ダ
ム
・
ク
イ
ナ
ま
つ
り
は
、
沖
縄
本

島
最
北
端
で
開
催
さ
れ
る
ダ
ム
ま
つ
り
で
、

や
ん
ば
る
の
大
自
然
の
中
、
自
然
体
験
を

中
心
と
し
た
内
容
が
魅
力
で
す
。

や
ん
ば
る
の
川
遊
び
が
で
き
る
ジ
ャ
ン
グ

ル
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
や
癒
し
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
、
ダ
ム
湖
面
遊
覧
が
で
き
ま
す
。

幻
と
さ
れ
る
「
シ
ゲ
ラ
ン
フ
ァ
ー
の
滝
」

が
見
ら
れ
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
！

大
保
ダ
ム
ま
つ
り
で
は
川
遊
び
や
湖
面
カ

ヌ
ー
ツ
ア
ー
の
他
、
湖
面
遊
覧
体
験
、
貝
殻

ラ
ン
プ
づ
く
り
、
木
工
教
室
、
陶
芸
教
室
な

ど
の
体
験
教
室
が
催
さ
れ
ま
す
。

学
習
の
川
遊
び
で
は
鉄
砲
水
体
験
も
企

画
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
「
水
の
強

さ
」
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
今
年
は
夜
の
部
と
し
て
、
塩
屋
湾

に
て
〝
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
サ
ー
ベ
イ
〞
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
住
民
手
作
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
船

（
筏
）
を
塩
屋
湾
に
浮
か
べ
た
情
景
が
幻
想

的
な
世
界
へ
あ
な
た
を
誘
い
ま
す
。

漢
那
ダ
ム
ま
つ
り
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

で
あ
っ
た
、
自
然
体
験
ツ
ア
ー
が
復
活
し

ま
す
。

第
二
貯
水
池
を
環
境
ガ
イ
ド
が
案
内

し
ま
す
の
で
、
水
辺
の
生
き
物
に
つ
い
て

学
習
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

他
に
も
カ
ヌ
ー
体
験
や
ダ
ム
堤
内
見

学
、
親
子
木
工
教
室
な
ど
、
体
験
型
の

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

大
保
ダ
ム
ま
つ
り

開
催
時
期
：
７
月
５
日（
土
）

漢
那
ダ
ム
ま
つ
り

開
催
時
期
：
７
月
20
日（
日
）

福
地
ダ
ム「
夏
休
み
自
然
体
験
会
」

開
催
時
期
：
８
月
16
日（
土
）

安
波
ダ
ム
・
ク
イ
ナ
ま
つ
り

開
催
時
期
：
９
月
13
日（
土
）

友の会に入会すると、各種イ
ベント情報や、ダムまつりなど
での優遇メニューがあります。
会員登録は、【住所、氏名、
年齢】を下記のアドレスに送
信するだけ。

hdtden910@ogb.cao.go.jp

これら以外にも水源地域やんばるには見どころが満載です。

やんばるの魅力を心と体で直に体感してみてはいかがでしょうか？

待ってるよ！

陶芸教室 学習の川遊び（鉄砲水体験）

貝殻ランプづくり

親子木工教室

ダム施設見学会 生き物観察会

ダムの中（監査廊）に進入！

こ
れ
が
幻
の
滝
シ
ゲ
ラ
ン
フ
ァ
ー

の
滝
だ
よ
！（
写
真
右
側
）

ダム湖遊覧は気持ちがいいよ～

やんばるの自然いっぱいのイベント

ウォータースライダー

カヌー体験

自然観察船（ゴンミキ号）

ダム堤内見学会 丸太切り競争 島ぞうり彫り体験

大人気のカヌ－体験 「漢那ダム自然体験ツア－」が復活！！

木工教室
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な
か
ゆ
くい

美
味
し
い
沖
縄

沖
縄
食
材
を
食
べ
尽
く
す
!

　
　
太
陽
の
恵
み
が
詰
っ
た

沖
縄
パ
イ
ン

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
え
っ
、
こ
の
ま
ま
だ
と
沖
縄

の
パ
イ
ン
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
・
・
・
。

（
パ
イ
ン
君
）
心
配
し
な
い
で
、
最
近
、
若
い

方
が
パ
イ
ン
で
農
業
を
始
め
た
り
、
使
っ
て

い
な
い
畑
を
再
生
し
て
栽
培
面
積
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
明
る
い
動
き
が
あ
る
ん
だ
。
そ

《
今
後
の
沖
縄
パ
イ
ン
》

５
年
で
植
え
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。

農林水産部
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東村総合農産加工施設では、沖縄で生産さ
れたパインを使って缶詰等を製造しています。

120

100
収
穫
量

栽
培
面
積

80

60

40

20

0

（千t）
10

8

6

4

2

0
平24平10昭60昭44

（千ha）

＊『なかゆくい』とは、沖縄の方言で「ひと休み」という意味です。

み
な
さ
ん
は
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
畑
を
見

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

若
い
カ
ッ
プ
ル
の

パ
イ
ン
君
と
鳳
梨
ち
ゃ
ん
が
パ
イ
ン
ア
ッ
プ

ル
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
そ
う
な
ん
だ
〜
。
農
家
さ
ん

の
こ
ん
な
苦
労
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
美
味

し
い
パ
イ
ン
が
食
べ
ら
れ
る
の
ね
。
と
こ
ろ

で
、
沖
縄
の
パ
イ
ン
は
ど
れ
く
ら
い
作
ら
れ

て
い
る
の
？

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
え
っ
、
こ
の
ま
ま
だ
と
沖
縄

の
パ
イ
ン
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
・
・
・
。

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
こ
の
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
と
て

も
美
味
し
い
〜
。
と
こ
ろ
で
パ
イ
ン
君
、
沖

縄
で
は
パ
イ
ン
を
作
っ
て
い
る
の
？

（
パ
イ
ン
君
）
鳳
梨
ち
ゃ
ん
、
沖
縄
本
島
北
部

と
八
重
山
で
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
パ
イ
ン
を

生
産
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

（
パ
イ
ン
君
）
沖
縄
の
パ
イ
ン
は
、
昭
和
44
年

に
は
栽
培
面
積
５
千
ha
、
収
穫
量
も
10
万
ｔ

も
あ
っ
た
ん
だ
。
で
も
、
農
家
さ
ん
の
高
齢

化
や
農
産
物
の
自
由
化
な
ど
で
、
今
で
は
栽

培
面
積
５
０
０
ha
、
収
穫
量
も
６
千
ｔ
に
ま

で
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
だ
。

（
パ
イ
ン
君
）
心
配
し
な
い
で
、
最
近
、
若
い

方
が
パ
イ
ン
で
農
業
を
始
め
た
り
、
使
っ
て

い
な
い
畑
を
再
生
し
て
栽
培
面
積
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
明
る
い
動
き
が
あ
る
ん
だ
。
そ

れ
に
、
本
島
北
部
の
工
場
で
パ
イ
ン
の
缶
詰

を
造
っ
て
い
て
、
地
域
雇
用
に
も
役
立
っ
て

い
る
し
、
観
光
資
源
と
し
て
も
パ
イ
ン
は
と

て
も
大
切
な
作
物
な
ん
だ
。
な
ん
た
っ
て
、

沖
縄
の
あ
ま
〜
い
パ
イ
ン
は
格
別
な
ん
だ
か

ら
。

　
そ
う
だ
、
こ
の
週
末
、
北
部
に
パ
イ
ン
を

見
に
行
か
な
い
？

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
う
ん
、
行
こ
う
、
行
こ
う
。

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
美
味
し
い
パ
イ
ン
を
作
る
の

に
大
変
な
と
こ
ろ
を
教
え
て
。

（
パ
イ
ン
君
）
た
と
え
ば
、
パ
イ
ン
の
葉
に
は

ト
ゲ
が
あ
り
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
夏
で

も
厚
い
生
地
の
作
業
着
を
着
て
作
業
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。
ま
た
、
大
き
な
か
ご

を
背
負
い
な
が
ら
の
収
穫
作
業
も
大
変
な
ん

だ
。
そ
れ
に
、
２
回
目
の
収
穫
か
ら
次
第
に

実
の
付
き
が
悪
く
な
る
の
で
、植
付
か
ら
４
、

（
鳳
梨
ち
ゃ
ん
）
へ
〜
そ
う
な
ん
だ
。
と
こ
ろ

で
、
パ
イ
ン
は
ど
ん
な
風
に
実
が
つ
く
の
？

（
パ
イ
ン
君
）
パ
イ
ン
は
、
太
陽
の
光
を
い
っ

ぱ
い
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
樹
上
で
実
が
な
る

ん
だ
よ
。

《
生
産
地
に
つ
い
て
》

《
生
産
量
に
つ
い
て
》

《
今
後
の
沖
縄
パ
イ
ン
》

《
栽
培
に
つ
い
て
》

《
パ
イ
ン
の
姿
に
つ
い
て
》

５
年
で
植
え
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。

鳳梨ちゃん

パイン君

南
米
生
ま
れ
の
パ
イ
ン
、マ

ツ
カ
サ
に
似
て
い
る
の
で

pine

（
マ
ツ
）、果
実
と
い
う

意
味
のapple

を
つ
け
て
、

パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
で
パ
イ
ン
は
、鳳
凰（
ホ

ウ
オ
ウ
）を
連
想
さ
せ
る
こ

と
か
ら
鳳
梨（
ホ
ウ
リ
）と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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～ 知っていますか？沖縄の主なパインと生果の食べ頃 ～

～ パイン缶詰を使ったレシピを紹介します ～

『Ｎ（エヌ）』
品種名：Ｎ67-10
沖縄の主力品種。缶詰
にも使われる。特に真
夏は抜群の美味しさ。

『スナックパイン』
品種名：ボゴール
手でちぎって食べられ
る。甘く酸味が少ない。

『ピーチパイン』
品種名：ソフトタッチ
桃の香りがします。
すっきりとした酸味。

『ゴールドバレル』
皮と果肉が金色。甘く
美味しく贈答用として
人気。

『サマーゴールド』
新しい品種。甘くて酸
味が少なく食味が良い。

品種名 地域 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 果実重

N（エヌ） 北部
八重山 1400g

スナックパイン 北部
八重山 900g

ピーチパイン 北部
八重山 800g

ゴールドバレル 北部
八重山 1400g

サマーゴールド 北部
八重山 1000g

★作り方★
１．パイン缶スライスをざく切りにする。
２．鶏もも肉は、小さめの一口大に切り、塩、胡椒をしてカレー粉と小麦粉をまぶす。
　　にんにくはみじん切り、玉ねぎ、なす、ピーマンは１㎝角、トマトは一口大に切る。
３．フライパンに大さじ２のオリーブ油を熱し、鶏もも肉を少し焦げ目がつく程度に焼いて、一旦取り出す。
４．大さじ２のオリーブ油をフライパンに足し、にんにくと玉ねぎを炒め、しんなりしたら、トマト、なす、ピーマン、
上記１のパインのざく切り、コンソメスープの素、上記３で一旦取り出しておいた鶏もも肉を加え、ふたをし
て弱火で10分ほど蒸し煮にする。

５．最後に塩・胡椒で味を調え、器に盛り、バジルを散らす。

【材料　４人前】
パイン缶スライス････３枚
鶏もも肉････････２４０ｇ
玉ねぎ･･････････････１個
なす････････････････２本
ピーマン････････････２個
トマト･･････････････２個
にんにく･･････････２かけ
塩・胡椒････････････適宜
小麦粉･･････････････少々
カレー粉････････小さじ２
オリーブ油･･････大さじ４
コンソメスープの素 ････２個
バジルの葉････････１０枚

パイン・ラタトゥイユ・カレー風味 ○食材としてのパイン
　パインにはタンパク質分解
酵素の一つブロメラインが含
まれていて、肉を軟らかくす
る効果があることから、肉料
理に適しています。
　日本では酢豚の材料として
よく利用されます。　
　また、繊維を多く含むこと
から腸の働きを良くする効果
があるといわれています。

資料：「図説 熱帯の果樹」

ハウス栽培

露地栽培

資料・画像提供：沖縄県農業協同組合

情報・画像提供：（一社）日本パインアップル缶詰協会
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調査の概要

景 況 判 断

　本調査は、企業活動の現状と先行き見
通しに対する経営者の判断を調査し、経
済・財政政策運営の基礎資料を得ること
を目的として、統計法に基づく一般統計
調査として年４回（２、５、８、11月）実施。

【調査の目的】

現状判断は「上昇」と「下降」の均衡、
先行きは「上昇」超で推移する見通し

沖縄県内に所在する資本金、出資金又は基金（以下、
資本金という）１千万円以上（電気・ガス・水道及び金
融業、保険業は１億円以上）の法人

調査対象企業数及び回収状況は次のとおりである。
・対象企業数：130社
・回答企業数：121社
・回収率：93.1％

【調査対象企業の範囲】

【調査対象期間】

【調査の時点】平成26年5月15日
（単位：社）

企業の景況判断ＢＳⅠ（原数値） －

～

26年1～3月
前回調査

26年4～6月
現状判断

26年7～9月
見通し

26年10～12月
見通し

合場の」断判況景「 例
前期と比べて
「上昇」と回答した
企業の構成比･･･40.0％
「不変」と回答した
企業の構成比･･･25.0％
「下降」と回答した
企業の構成比･･･30.0％
「不明」と回答した
企業の構成比････ 5.0％

BSI＝（「上昇」と回答した
　　　企業の構成比 40.0％）
　  －（「下降」と回答した
　　　企業の構成比 30.0％）
　  ＝10.0％ポイント

BSIの計算法
（Business Survey Index）

93.1
94.1
92.9
100.0
100.0
100.0
94.4
86.4
95.2
92.3
92.9

121
16
105
21
10
6
17
19
20
36
65

130
17
113
21
10
6
18
22
21
39
70

14 .0

31 .3

18 .2

11 .4

9 .5

30 .0

50 .0

23 .5

0 .0

0 .0

2 .8

24 .6

27 .3

25 .0

18 .2

27 .6

14 .3

30 .0

50 .0

52 .9

42 .1

10 .0

27 .8

32 .3

（12.7）

（26.7）

（14.3）

（10.5）

（0.0）

（18.2）

（▲28.6）

（26.3）

（7.1）

（15.0）

（13.3）

（11.7）

0.0

0 .0

0 .0

0 .0

14 .3

▲ 10.0

0 .0

▲ 17.6

0 .0

20 .0

▲ 25.0

7 .7

18 .2

20 .0

▲ 14.3

17 .9

33 .3

27 .3

14 .3

5 .3

21 .4

5 .0

33 .3

15 .0

（▲13.6）

（6.7）

（0.0）

（▲16.8）

（▲27.8）

（0.0）

（▲28.6）

（▲26.3）

（0.0）

（5.0）

（▲36.7）

（▲8.3）

全産業

製造業

非製造業

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

第
41
回

（
平
成
26
年
４
〜
６
月
調
査
）

企業の景況判断ＢＳⅠ（％ポイント）

判断項目：26年4～6月期及び6月末見込み
26年7～9月期及び9月末見通し
26年10～12月期及び12月末見通し

計数項目：26年度上期実績見込み
26年度下期見通し

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

23年
10～12月

24年
1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

25年
1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

26年
1～3月 4～6月

（現状判断）
7～9月
（見通し）

10～12月
（見通し）

（現状判断） （見通し）

1
財務部
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雇　　用

売 上 高

経常利益

設備投資

現状判断は「不足気味」超、
先行きも「不足気味」超の見通し

26年度は増収見通し
（注:石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く）

26年度は増益見通し
（注:石油・石炭、電気・ガス・水道、金融、保険を除く）

26年度は減少見通し
（注:ソフトウェア投資額を含み、土地購入額を除く）

全産業 製造業 非製造業

～

－

－～

全産業 製造業 非製造業

全産業 製造業 非製造業

全産業 製造業 非製造業

26年3月末
前回調査

26年6月末
現状判断

26年9月末
見通し

26年12月末
見通し

16.0

13.3

16 .3

23 .8

20 .0

16 .7

11 .8

27 .8

5 .0

17 .1

18 .8

4 .1
11 .0
3 .5
3 .0
0 .2
4 .4
4 .0
5 .6

3 .7
2 .9
3 .7
5 .6
3 .3

▲ 2.6
4 .5
3 .7

3 .9
7 .0
3 .6
4 .0
1 .7
0 .7
4 .2
4 .6

（2.9）
（8.7）
（2.5）
（▲2.7）
（2.3）
（1.8）
（4.2）
（4.5）

5.6
－
－

5.3
－
－

5.5
－
－

（4.6）

－～

13.8
20 .0
12 .7
20 .4
18 .0
420.7
▲ 0.9

黒字転化

▲ 5.3
▲ 75.2
▲ 1.9
▲ 68.7
12 .9

▲ 21.5
4 .1
1 .1

3 .4
▲5.9
4 .4

▲27.0
15.3
▲0.6
1 .5
28 .4

（8.7）
（74.5）
（4.8）
（▲31.7）
（8.1）
（0.0）
（6.2）
（10.8）

18.9
－
－

▲ 7.0
－
－

2.5
－
－

（29.8）

18.5

13.3

19 .2

33 .3

30 .0

16 .7

11 .8

27 .8

5 .0

17 .1

23 .4

（7.3）

（6.7）

（7.4）

（16.7）

（18.2）

（0.0）

（5.3）

（7.7）

（5.0）

（16.7）

（3.4）

20.2

13.3

21 .2

28 .6

30 .0

33 .3

11 .8

27 .8

5 .0

20 .0

25 .0

25 .7

40 .0

23 .4

55 .6

27 .3

0 .0

21 .1

23 .1

10 .0

30 .0

28 .8

（6.4）

（0.0）

（7.4）

（22.2）

（9.1）

（0.0）

（5.3）

（7.7）

（5.0）

（16.7）

（1.7）

▲ 17.1
▲ 28.6
▲ 39.7
▲ 13.2
▲ 16.9

9 .2
14 .5
18 .8

▲ 9.8
▲ 24.4
▲ 12.9
▲ 9.3
▲ 68.8
612.2
▲ 42.9
91 .4

▲14.0
▲26.8
▲28.8
▲11.5
▲50.0
114.8
▲12.2
42.4

（▲8.7）
（3.6）
（▲17.0）
（▲8.4）
（▲45.4）
（182.8）
（▲14.1）
（▲71.3）

▲ 19.6
▲ 40.1
▲ 16.0

▲ 12.7
▲ 11.8
▲ 12.9

▲16.7
▲28.6
▲14.7

（▲16.9）
（▲16.7）
（▲16.9）26年度 上期 下期

26年度 上期 下期

26年度 上期 下期

2.9

▲14.0
▲9.8

▲24.4

▲12.9
▲17.1

▲28.6

▲39.7

▲26.8▲28.8

3.9

3.4 4.4
13.8 20.0

12.7

▲5.9 ▲5.3 ▲1.9

▲75.2

7.0

3.6 3.7 3.7 4.1

11.0

3.5

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

23年
12月末

24年
3月末 6月末 9月末 12月末

25年
3月末 6月末 9月末 12月末

26年
3月末 6月末

（現状判断）
9月末
（見通し）

12月末
（見通し）

不
足
気
味

過
剰
気
味

（現状判断） （見通し）
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那覇第２地方合同庁舎　２号館

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

受
　
付

正面入口

行政情報プラザ

消費者の部屋

2
農林水産部

平
成
26
年
度「
消
費
者
の
部
屋
」特
別
展
示
に
つ
い
て

〜
年
間
11
回
開
催
予
定
〜

６月２日（月）～６日（金）に開催された「食育パネル展」

フードサンプルに
よる献立例や食
事バランスガイド
（模型）などの
展示

ＢＭＩ測定の様子

農林水産部では、消費者の皆様とのコミュ
ニケーションを深めるために、庁舎１階に「消
費者の部屋」を設置し、農林水産行政、農業生
産、食生活等に関する情報をパネル展示やパン
フレット提供などにより行っております。
この常設の展示に加え、農林水産業の各種イ
ベントや月間等に合わせた特別展示を毎年度
実施しており、６月は食育月間に合わせて食育
パネル展を開催しました。
パネル展では、日頃の食生活を見直し、改善
につなげるため、バランスの取れた１日の献立
例などの展示のほか、ＢＭＩスケールによる肥
満度測定コーナーなどを設けました。

平成26年度は７月以降も下記スケジュールで、農林水産物・食品を始め様々な展示を予定して
います。パネル展示のほか、ビデオ上映、食品の試食など農林水産業の「いま」を知っていただ
けるコーナーも準備しておりますので、どうぞお気軽にお越しください。

期　　間 特別展示名

7月22日（火）～ 7月25日（金） 沖縄における農業農村整備事業

10月20日（月）～10月24日（金） 統計データから見た沖縄の農林水産業

10月27日（月）～10月31日（金） 沖縄県内の薬用作物

11月 5日（水）～11月 7日（金） 沖縄県産きのこパネル展

11月25日（火）～11月28日（金） 沖縄地域６次産業化推進パネル展

12月 8日（月）～12月12日（金） 都市農村交流事例紹介パネル展

1月19日（月）～ 1月23日（金） 沖縄黒糖のパネル展

1月26日（月）～ 1月30日（金） 沖縄ブランド豚のパネル展

2月 2日（月）～ 2月 6日（金） 沖縄農林水産物の輸出の状況と取組

2月23日（月）～ 2月27日（金） 食品表示と食品トレーサビリティ制度パネル展
＊特別展示スケジュールは、都合により変更になる場合があります。

特別展示は、「消費者の部屋」及び隣接する
「行政情報プラザ」を利用したスペースで開催
してまいります。
毎回、沖縄総合事務局ホームページでご案内
してまいります。
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231

68

11

7

241

82

82

3
開発建設部
「
社
会
整
備
事
業
の
見
え
る
化
」（
事
業
計
画
・
工
程
表
）に
つ
い
て

「
社
会
資
本
整
備
事
業
の
見
え
る
化
」
と
し
て
社
会
資
本
整
備
の
進
捗
状
況
を
分
か
り
や
す
く
示
す
、
見
通
し
を
示
す
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
事
業
内
容
を
示
し
た
事
業
計
画
お
よ
び
目
標
、
進
捗
状
況
、
見
通
し
等
を
記
載
し

た
工
程
表
を
公
表
し
ま
し
た
。

沖
縄
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に
は
、
沖
縄
の
優

位
性
を
活
か
し
た
自
立
型
経
済
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
え
る
社
会
資
本

整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
事
業
を
本

格
的
に
進
め
、
那
覇
北
道
路
・
若
狭
港
町
線
を
新

規
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
道
路
、
港
湾
、
空
港
、

公
園
事
業
な
ど
の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
さ
て
、
沖
縄
の
振
興
・
発
展
の
戦
略
や
道

筋
等
を
立
て
る
に
は
、
下
部
構
造
の
社
会
資
本
整

備
と
合
わ
せ
て
上
部
構
造
の
社
会
・
経
済
活
動
等

が
上
手
に
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
沖
縄
県
が
目
標
に
掲
げ
て
い
る
入
域

観
光
客
一
千
万
人
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
観

光
施
設
な
ど
の
誘
致
に
お
い
て
空
港
、
港
湾
、
道

路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
と
連
携
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
決
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業
展
開
等
の
情

報
共
有
を
十
分
に
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
は
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り

と
し
て
常
に
広
く
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ 

け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、「
社
会
資
本
整
備
事
業
の
見
え
る
化
」

と
し
て
社
会
資
本
整
備
の
進
捗
状
況
を
分
か
り
や

す
く
示
す
、
見
通
し
を
示
す
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
道
路
、ダ
ム
、港
湾
、空
港
、

公
園
、
営
繕
、
防
災
、
そ
の
他
の
８
分
野
に
つ
い

て
事
業
内
容
を
示
し
た
事
業
計
画
お
よ
び
目
標
、

進
捗
状
況
、
見
通
し
等
を
記
載
し
た
工
程
表
を
公

表
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
年
度
毎
に
達
成
状
況
を
確
認
し
目
標

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
進
捗
管
理
を
徹
底
し
、

工
期
の
短
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

詳
細
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局

開
発
建
設
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

dc.ogb.go.jp/kaiken/11229/index.htm
l

）
に

て
確
認
下
さ
い
。

社会資本整備事業の見える化 沖縄総合事務局

◆事業計画
・概要、H26年度事業内容、位置図、ポンチ図、写真等を記載

◆工程表
○H25年度の成果等
　・H25年度における事業等の進捗等の成果を記載（△△供用済、▲▲促進、□□実施、など）
○H26年度の成果目標等
　・H26年度における事業等の進捗等の目標を記載（△△供用予定、▽▽新規事業化、▲▲促進、□□実施、など）
○事業等の見通し
　・供用目標等をバーチャートで表示（H25年度～H31年度以降）（凡例は下図参照）
○備考
　・これまでの成果、全体の目標、その他の参考情報を記載

○事業等の見通しは、標準的な工程を想定した場合の目安。今後の予算状況や施工上の条件変化等により変更の可能性がある。
（例）用地取得時における土地所有者調査・関係者調整の長期化、地元調整や環境配慮等のための工程調整、関係機関・

隣接事業との調整、など

例

例
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4
運　輸　部

伊
平
屋
〜
運
天
港
航
路
に

　
　「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」が
就
航

沖
縄
本
島
周
辺
の
島
々
の
中
で
最
北
端
に

位
置
す
る
島
・
伊
平
屋
島
は
、
ウ
ン
ジ
ャ
ミ

等
の
沖
縄
古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
が
数
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
天
然
記
念
物
と

し
て
知
ら
れ
る
念
頭
平
松
な
ど
を
始
め
、
歴

史
、
祭
り
、
自
然
豊
か
な
伊
平
屋
村
の
魅
力

を
い
か
し
た
観
光
や
、
伊
平
屋
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
伊
平
屋
島
へ
は
今
帰
仁
村
の
運
天
港

か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
１
日
２
往
復

運
航
し
て
い
ま
す
が
、
伊
平
屋

島
ま
で
の
航
路
は
波
が
荒
い
こ

と
で
知
ら
れ
、
北
か
ら
の
風
が

強
く
な
る
冬
季
に
は
度
々
欠
航

す
る
こ
と
か
ら
、
伊
平
屋
村
民

は
フ
ェ
リ
ー
の
安
定
運
航
の
確

保
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
伊
平
屋
島
と
運

天
港
を
結
ぶ
航
路
に
、
平
成
７

年
か
ら
18
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
っ
て
就
航
し
て
い
ま
し

た
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
」（
総
ト

ン
数
４
９
８
ト
ン
・
旅
客
定
員

３
０
０
名
）
に
代
わ
り
、
平
成

26
年
４
月
１
日
よ
り
新
船「
フ
ェ

リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
が
就
航
し
ま

し
た
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や

Ⅲ
」
は
全
長
76
ｍ
、
総
ト
ン
数

７
５
６
ト
ン
、
最
大
旅
客
定
員
４
５
０
名
と

旧
船
よ
り
一
回
り
大
型
化
さ
れ
、
横
揺
れ
を

軽
減
す
る
フ
ィ
ン
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
装
備

に
よ
り
、
波
に
強
く
安
定
性
に
優
れ
る
こ
と

か
ら
快
適
か
つ
安
心
、
安
全
な
船
旅
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
設
備
や
船
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
に
よ
り
、
高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
に
も

配
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
の
造
船
所
か
ら
伊
平
屋
島
の
前
泊

港
に
入
港
し
た
３
月
30
日（
日
）に
は
多
く
の

伊
平
屋
村
の
皆
さ
ん
が
港
に
駆
け
つ
け
、
婦

人
会
や
青
年
団
に
よ
る
舞
踊
や
エ
イ
サ
ー
で

賑
や
か
に
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
の
就
航

を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
12
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た

「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
就
航
記
念
式
典
・
祝
賀

会
」
で
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
集

ま
り
、
伊
平
屋
村
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
船

就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
船
名
に
「
Ⅲ
」
と
あ
る
の
は
、

村
の
歴
代
の
船
で
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
（
伊

平
屋
）」
の
名
を
冠
す
る
船
が
こ
れ
で
三
代
目

と
な
る
こ
と
か
ら
、
伊
平
屋
村
野
甫
小
中
学

校
の
生
徒
６
名
に
よ
り
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や

Ⅲ
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

新
船
「
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
」
の
就
航
に

よ
り
海
上
輸
送
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
安
定
的
な
物
資
運

搬
、伊
平
屋
村
の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も

に
多
く
の
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

フェリーいへやⅢ（写真提供：伊平屋村）

フェリーいへやⅢ就航記念式典・祝賀会（写真提供：伊平屋村）
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沖縄総合事務局では、６次産業化の
更なる推進を図るため、「地域資源を活
用した農林漁業者等による新事業の創
出等及び地域の農林水産物の利用促進
に関する法律」（六次産業化・地産地
消法)に基づき、「総合化事業計画」の
認定を行っています。今回は、平成２６
年３月３１日までに受け付けた事業計画
について審査を行い、５月３０日に１件の
認定を行いました。
認定を受けたのは、宮古島市でアロ

エベラの生産・加工を手がける株式会社
シーフォーグループで、これを加え、平
成２３年の法施行以降の累計認定件数は
５３件となりました。
本認定を受けた農林漁業者等は、農

業改良資金（無利子資金）や新スーパー
Ｓ資金（短期運転資金）の融資申請の

対象者となるほか、新商品の
開発・販路拡大や施設整備に
係る補助事業等の支援を受け
ることが可能です。
なお、次回（２６年度第２回）
の申請受付は、８月末日までと
し、認定は１０月末を予定して
おります。

六次産業化・地産地消法に基づく
総合化事業計画の認定（平成26年度第１回）

【６次産業化総合相談窓口】
　　沖縄総合事務局農林水産部食品・環境課
　　那覇市おもろまち２－１－１　那覇第２地方合同庁舎２号館８階
　　TEL：098-866-1673　FAX：098-860-1179

農林水産部

事業者 事　　業　　名 市町村

株式会社シーフォーグループ 宮古島のアロエベラによる新商品の
開発・製造・販売事業 宮古島市

【今回認定された農林漁業者等の概要】
宮古島におけるアロエベラ栽培の様子

「入札談合」は、国や地方公共団体
などが発注する公共工事や物品の公共
調達に関する入札の際､ 入札参加事業
者間で事前に相談して落札事業者や落
札金額などを決める行為で、独占禁止
法で禁止されています。事業者間の競
争が行われていれば、より安く発注でき
た可能性があり、入札談合は税金のム
ダ使いにもつながります。本来、入札は

厳正な競争を行うことを前提としている
ため、入札談合は公共の利益を損なう
非常に悪質な行為です。
このため、公正取引委員会では、毎
年、国や地方公共団体等が実施する独
占禁止法及び入札談合等関与行為防止
法の研修会に講師を派遣したり、独自に
研修会を開催するなどし、入札談合の
未然防止に積極的に取り組んでいます。
沖縄県内においては、沖縄総合事務

局公正取引室が、昨年１２月に、沖縄県、
北部地区１２市町村並びに中・南部地区
及び宮古・八重山地区の２９市町村の調
達担当者等を対象とした「入札談合問
題に関する研修会」をそれぞれ開催しま
した。また、在沖国家機関・政府出資
法人等の調達担当者等を対象とした「公
共入札に関する連絡担当官会議」を開

催し、協力体制強化を図りました。
これらの会議や研修会では、当室か
ら独占禁止法や入札談合等関与行為防
止法について過去の入札談合事件を紹
介しながら発注機関におけるコンプライ
アンスの取組の説明を行い、参加者は
独占禁止法等への理解を深めるべく熱
心に聞き入っていました。
また、入札談合等関与行為防止法
について、発注機関からの講師派遣の
御要望についても対応しておりますので
（平成２５年度は８回）、お気軽に当室ま
で御連絡ください。

○入札談合問題研修会に関する
　お問い合わせ先
　総務部公正取引室
　那覇市おもろまち２－１－１
　那覇第２地方合同庁舎２号館６階
　TEL：098-866-0049

入札談合行為の排除・未然防止のための取組
～発注機関との会議や講師派遣等を行っています～

総　務　部
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経済産業大臣等は、うるま市・金武町
企業立地促進協議会が「企業立地の促
進等による地域における産業集積の形成
及び活性化に関する法律（以下「企業
立地促進法（※）」）」に基づき策定した
うるま市・金武町企業立地促進基本計画
について、平成２６年４月１日付けで同意
をいたしました。これを受け、沖縄総合
事務局長からうるま市、金武町及び沖縄
県に対して同意書交付式を行いました。
これまでも、うるま市と金武町では、
平成２０年９月から平成２６年３月末まで
を期間とする基本計画を策定し、企業立
地の促進に取り組んできました。
今般、計画終了に伴い新たな基本計

画を策定し、改めて国が同意したもの
で、今後、基本計画に基づいて実施する
取組について支援措置が受けられます。
私ども沖縄総合事務局は、沖縄に設

沖縄総合事務局では、５月26日（月）
から５月28日（水）の３日間の日程で、「平
成26年度建設行政に関する懇談会」を
開催しました。 
本建設行政懇談会は、社会基盤の整

備促進と建設行政の円滑な事務事業の
推進を図るため、次長をはじめとする開
発建設部幹部職員と沖縄県の南部、中
部、北部地域の首長と地域の振興や課
題、問題点について、意見交換を年１回
実施するもので、今回も多くの首長が参
加されました。 
今年度の行政懇談会では、開発建設

部において新たに取り組んでいる「社会
資本整備事業の見える化（進捗状況を
分かりやすく示す、見通しを示す、情報
を共有する）」（本誌15ページ参照）に
ついて、公表した事業計画・工程表にて
説明し、「各事業の進捗状況がわかるこ

置されている国の総合出先機関として総
合力を発揮し、うるま市、金武町及び沖
縄県と連携しながら、基本計画の実現に
向け、企業立地に関する諸課題の解決
に向け取り組んでまいります。

とから、市町村の個別事業との整合性が
図りやすくなり、今後も引き続き実施し
てもらいたい」との意見があり、また、「観
光客1000万人時代のインフラ整備を考
える」のプレゼンテーションにおいては、
「ソフトの切り口からの説明であったため
インフラ整備の重要性が非常に分かりや
すい」との発言がありました。

※「企業立地促進法」は、地域による主体的
かつ計画的な企業立地促進等の取組を支援
し、地域経済の自律的発展の基盤の強化を図
ることを目的に、平成１９年６月に施行された
法律です。

さらに各地域で抱える社会資本整備に
関する意見交換を実施したところ、各地
域の構造的な課題が浮き彫りになり、有
意義な懇談会となりました。

【議　事】

○沖縄総合事務局からの説明
・社会資本整備事業の見える化について
・災害時の情報交換及び応援に関す
る協定（リエゾン協定）の締結推
進について

・道路の老朽化対策の本格実施について

○意見交換
・観光と地域づくりに関する意見交換
「観光客1000万人時代のインフラ
整備を考える」

・地域における社会資本整備に関する
意見交換

経済産業部

開発建設部

うるま市・金武町企業立地促進基本計画
を経済産業大臣等が同意

平成２６年度
建設行政に関する懇談会を開催

【基本計画の概要】

１．集積区域
　 うるま市・金武町
２．集積業種
　 ○製造関連産業
　 ○情報通信産業
　 ○観光・リゾート関連産業
３．成果目標（平成３０年度末）
　 ○企業立地件数：　　　　 １７６社
　 ○製品出荷額増加額：　８３２億円
　 ○新規雇用創出数：　　７，０６７名
　 ○付加価値増加額：　　２６６億円

交付式の様子

挨拶をする尾澤次長

挨拶をする河合局長（左）
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国土交通省では、建設産業の現場で
人手不足感が高まる中、地域の建設企
業が採算性を確保した上で、公共事業
の円滑な施工を確保することと、技能労
働者の確保・育成・処遇改善に取り組ん
でいます。
その取組内容について、５月３０日（金）

に、地方公共団体等の発注機関及び建
設業者等に対して説明会を開催し、これ
らの取組について広く周知しました。
公共事業の円滑な施工確保対策とし

て、最新単価による適切な予定価格の

設定、適正な工事採算性の確保、主任
技術者の兼任要件の緩和など人手不足
への対応及び社会保険等未加入対策な
ど国土交通省直轄事業における取組に
ついて説明しました。
特に、社会保険等未加入対策につい

ては、直轄工事では本年８月１日以降の
公告案件から、社会保険等未加入業者
は入札への参加が認められないことや、
下請業者についても一定金額以上の規
模の工事において加入状況の確認を行
い、一次下請業者が未加入の場合は元
請業者に対して制裁金の請求や指名停
止、工事成績評点減点が行うとともに、
二次以下の下請業者が未加入の場合で
も、建設業許可部局による加入指導が
実施されることを説明し、地方公共団体
等への取組要請と、建設業者等に周知
を行いました。

４月５日（土）から４月６日（日）にかけ、
宜野湾港マリーナにおいて「沖縄マリン
フェスタ2014」が開催されました。
本イベントは、舟艇及び舟艇関連製品

の製造業、整備業及び販売業並びに関
連する事業の振興を図ることで、沖縄地
域のマリンレジャーの拡大と舟艇利用振
興及びに地域活性化に寄与することを目
的として、一般社団法人日本マリン事業
協会沖縄支部主催により行われており、
平成24年から今回で３回目の開催となり
ます。
現在、沖縄総合事務局では、一般市

民や舟艇利用者への健全な舟艇利用の
振興に向けた施策の推進を行っており、
本イベントは広く国民の海に対する理解
と関心を深めるとともにマリンレジャーの
楽しさに触れる機会づくりの場と位置づ
け、当局からの後援及び出展の他、ウク

ゾウ君※によるイベント来訪者へのライ
フジャケットの着用義務とその効用のPR
を行いプレジャーボートの安全性向上に
貢献できました。
今後も当局は、このようなマリンイベ

ントを通じて、舟艇を利用した海洋性レ
クリエーションの健全な普及・振興を図
ることで、ゆとりある国民生活の実現を
目指しております。
※ウクゾウ君とは、ライフジャケット着用推
進のためのキャンペーン用のキャラクター
で、「重くても沈まない」というビジュアル
イメージを、親しみ、安心感のあるゾウ
で表現しました。ライフジャケットはプレ
ジャーボートや小型漁船等での不慮の事
故の際に、乗船者の人命を守るために極
めて有効ですが、実際にはその未着用に
よる死亡事故が後を絶ちません。このた
め、ライフジャケットの着用について広く

国民にPRするため全国各地でウクゾウ君
は活躍しております。

開発建設部

運　輸　部

「公共事業の円滑な施工確保対策及び
社会保険未加入対策等に関する説明会」を開催

「沖縄マリンフェスタ2014」に
　　　ウクゾウ君がやってきました！

説明会には、沖縄県内の地方公共団
体等から２２機関４７名、建設業者等から
１００団体１１５名が参加し、高い関心が
示されました。
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５月１５日（木）、沖縄都ホテル虹雲の
間において、関係者多数の出席の下、
平成２６年度陸運及び観光関係功労者沖
縄総合事務局長表彰式が行われました。
本表彰は、県内において自動車運送

事業、自動車貸渡事業、自動車整備事
業及び自動車販売事業の陸運関係事業
並びに観光関係事業に従事する役員、

６月１６日（月）沖縄総合事務局陸運
事務所において「平成２６年度陸運関係
功労者表彰」の表彰式を行いました。
本表彰式は、県内において自動車関

係事業（バス事業、タクシー事業、トラッ
ク事業、販売事業、整備事業等）に従
事する役員で当該事業の発展に寄与する
等顕著な功績があった者や永年にわたり
業務に精励し勤務成績が優秀で他の模範
となる者に対して毎年行わ
れております。
今回の表彰は、事業役

員５名、従業員６名、自動
車運転者８名、自動車整
備士10名の29名と今年度
より安全性優良事業所と
して認定を10年以上受け
輸送の安全確保に積極的
に取り組んでいる１事業所

職員で当該事業に対する功績が顕著で
あった方、また、永年にわたり業務に精
励し、勤務成績が優秀な方に対し毎年
表彰を行うものです。
今年度の受賞者は、事業役員３名、

事業職員７名（従業員２名、運転者５名）
の計１０名の方々であり、河合局長から
受賞者１人１人に対し、永年の功績に対

に対して表彰状が授与されました。
仲嶺所長は、受賞者への挨拶の中で

「多年にわたり陸運関係事業に精励さ
れるとともに、業界の発展に大きく貢献
されてきました。今後もそれぞれの分野
で永年培ってきた豊富な知識と経験を活
かし、指導者として後進の育成やあらゆ
る面においても尽力していただくくこと
を期待します。」と激励し、表彰状を授

する表彰状が授与されました。
受賞者を代表して、有限会社与儀モー

タースの代表取締役與儀達幸氏は、「な
お一層研鑽を重ね、業界の良き指導者と
して精進し、社会の信頼に応えられるよ
う業務に精励していきたい。」と謝辞を
述べられました。

与しました。
表彰後、受賞者を代表し、株式会社

ジーマック代表取締役社長の新垣善博
氏が「これまで幾多の苦難はありました
が、今日まで業務に専念できたことを誇
りとし、陸上輸送を担うものとして安全
安心を確保することを最大の使命としな
がら、これまで以上に県民の期待に応え
たい。」と謝辞を述べました。

運　輸　部

運　輸　部
平成26年度 陸運関係功労者
陸運事務所長表彰式

平成26年度 陸運及び観光関係功労者
沖縄総合事務局長表彰式

表彰式の様子
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今日が支払日なのに・・

社内検査が終わって
ないから、まだ代金は
支払えないよ。

おたくの決算はうち
と関係ないのに･･･

うちも決算苦しいから、
○○円協力してくれな
いかな。

決算書

えっ？約束の金額
と違いますよ～

発注した代金から５％
引いといたからね。

返品されても他に使
い道がありませんよ

在庫がいっぱいになっ
たから返品するよ。

総務部公正取引室では、下請事業者を始めとする中小事業者の皆様の地域・職場にお伺いして、下請法や独

占禁止法の優越的地位の濫用について分かりやすく説明するとともに、下請いじめや納入業者いじめなどのお

困りごとの相談受付等を行うための相談会を開催します。

１．対象者
下請事業者を始めとする中小事業者（原則３社以上）の代表者又は従業員（所属する地域、団体等の定期
的な会合の場での開催も可能）。

２．開催地等
開催地及び会場は、申込みを行う中小事業者の要望を踏まえて決定します。

３．申込方法
移動相談会の開催を希望する中小事業者（原則３社以上）は、代表の中小事業者が参加人数分を取りまとめ、

「公取委による中小事業者のための移動相談会申込用紙」をプリントアウトし、御記入の上、ファクシミリ又
は電子メールによりお申し込みください。なお、申込用紙は公正取引委員会のホームページ（http://www.
jftc.go.jp/event/kousyukai/idousoudankai.html）からダウンロードしてください。

４．その他
申込みの際に御提供いただいた個人情報は、相談会業務以外の目的には一切使用しません。

５．お問い合わせ・申込先
電話　０９８-８６６-００４９　　Fax　０９８-８６０-１１１０
メールアドレス　soudankai@jftc.go.jp　
（メールをお送りいただく場合は、念のためお電話をいただけると幸いです。）

中小事業者のための移動相談会の御案内
公正な取引を実現するために私どもに御相談ください！

このようなトラブルで困ったことはありませんか？
代金を支払日に払ってもらえなかった！

注文を受けた後に値引きされた！

協賛金を支払わされた！

納品したものを返品された！

電話や面談での相談にも対応いたします。秘密は守らせていただきますので、安心して
御相談ください。
住所　那覇市おもろまち２丁目１番１号　那覇第２地方合同庁舎２号館６階
電話　０９８-８６６-００４９

相談窓口
総務部

公正取引室

お知ら
せ

inf
orm

ati
onお知ら
せ
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平成26年度における本誌の原材料調達・印刷・流通・廃棄に伴うCO₂排出量約8.1t（211g/1冊）
は、沖縄県内事業者が創出した国内クレジット（排出権）でカーボン・オフセットいたします。
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